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西南戦争揃物錦絵集成稿　
―「方今有名録」 、 「鹿児島県人名録」 （大阪・前田喜次郎編輯出版、明治十年三月御届）―
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「方今有名録」について
　
明治十年三月、大阪の絵草紙屋前田喜次郎が、中判の揃物錦
絵「方今有名録」の刊行を始めている。管見ながら、現存を確認できたのは、以下の四図である
（以下、錦絵は私に並べた）
。
　
描かれた人物は、西南戦争に関わった政府の要人たちであ
る。西南戦争に際し、有栖川宮熾仁親王は征討総督に就任したこと、谷干城は熊本鎮台司令長官として熊本城攻防戦を指揮して大功を収めたこと、福原和勝は数々の戦功を挙げたのち戦死したことが、錦絵中の填詞
（１）
に記されている。大久保利通に
ついては、明治七年における台湾出兵戦後処理での 績で記述が終わっ いるが、やはり 関わった政府要人の一人である。大久保が京都で政府軍を指揮していたことは、新聞報道によって知られ た。画工 、大阪の浮世絵師である二代長谷川貞信が務めた。　
確認できたものの内で最も早く刊行された一枚は、 「二品
親王
 有栖川熾仁公」で、 「明治十年三月十三日版権免許」
（２）
と画中には記されている。その他の二図は、 「明治十年三月廿七日御届」となっている。
方今有名録
　
二品親王
 有栖川熾仁公
（明治十年三月十三日版権免許）
方今有名録
　
陸軍少将
 谷干城君
（明治十年三月二十七日御届）
方今有名録
　
陸軍大佐
 福原和勝君
（
明治十年三月二十七日御届）
方今有名録
　
内務卿
 大久保利通公
（※記載なし）
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「鹿児島県人名録」について
　
版元の前田喜次郎は、 「方今有名録」と同日の「明治十年三
月廿七日」に、もう一種の中判揃物錦絵「鹿児島県人名録」の出版届けも済ませている。画工も「方今有名録」と同じく、二代長谷川貞信である。現存を確認できたのは、以下の十一図だが、次に並べる一覧には、画題が微妙に異なるものの、版元も画工も判型もその他の体裁も 「鹿児島県人名録」と全く同じくする「鹿児嶋県有名録
　
西郷息嬢」
（
42頁参照）
も加えてある。
よって計十二図となるが、こ 「西郷息嬢」の図については、次節で改めて触れたい。
　
以上の十二図中、 「鹿児島県人名録
　
西郷小平」だけが、画
中に版元の住所氏名を載せる欄は設けられているものの、無記載である
（３）
。ただし、画題も判型も画工も御届日も、そして
画題を囲む意匠も、他の「鹿児島県人名録」と一致するため、ここに含めた。　
また、版元が異なる「鹿児島県人名録
　
前原一格」の図もあ
る。詳しく見れば、版元の住所氏名を記す枠自体は、版元前田喜次郎が刊行した「鹿児島県人名録」のもの
（図１）
だが、その
「
出編輯
版　
」と記された枠の上から無理矢理に「
蔵出板并
版人
田中安二郎」の
文字を重ねていることがわかる
（図２）
。その時期は定かではな
いが、ある時期から、田中安二郎が「鹿児島県人名録」シリーズの刊行を引き継いだことが推察されよう。　
また、画題を囲む意匠は同じだが、その背景色を赤一色とし
鹿児嶋県人名録
　
桐野利秋
鹿児島県人名録
　
篠原国幹
鹿児島県人名録
　
村田新八
鹿児嶋県人名録
　
賊将 弟
 村田三助
鹿児島県人名録
　
別府新助
鹿児嶌県人名録
　
淵邉高照
鹿児嶋県人名録
　
西郷隆盛ノ室
鹿児嶋県人名録
　
篠原の室
 国子
鹿児嶋県人名録
　
陸軍大佐
 野津貫道君
鹿児島県人名録
　
西郷小平
　
※編輯出版人不詳
鹿児島県人名録
　
前原一格
　
※田中安二郎
＊鹿児嶋県有名録
　
西郷息嬢
図1図2
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「方今有名録」と　　　　
「鹿児島県人名録」との関連性
　「方今有名録」も「鹿児島県人名録」も、現段階では揃物として提示するには不完全だが、それでも現存するものから、両シリーズの関連性を、以下に述べてみたい。 た前田喜次郎版
（図３）
と、赤、白、青の三色とした田中安二郎
版
（図４）
、という違いも確認できる。ただし、田中安二郎版の
ものは、この「西郷小平」の一図しか確認できていないため、現段階で 何とも結論しがたい。　
なお、ここに西郷隆盛を描いたものがないが、現段階で現存
の確認は取れていない。摺られていな のではなく、現在は散逸してしまっていると考える方が自然であろう。
図3図4
　
一瞥して知れることは、 「方今有名録」は西南戦争に関わっ
た「官軍」側の要人を描き、 「鹿児島県人名録」は「賊軍」側の諸将を集めた揃物として企画されたものであっただろうということである。二種の揃物としたのは、 「方今
有名0
録」という
画題の下に「賊徒」たちを描くことはふ わしくない、との判断があったのかもしれない
（４）
。 「賊徒」たちは、 「
人名0
録」の
画題の下に集められてい　
しかし、この編集方針にそぐわない例外が一図ある。 「鹿児
嶋県人名録
　
陸軍大佐
 野津貫道君」 が、 これに該当する。 「官軍」
の将であるにもかかわらず、 「賊軍」の諸将を描く揃物の一つとして描かれているのだ 、こ 例外をど ように把握すればよいだろうか。　
例えば、 「鹿児島県人名録」には、 「鹿児
島0
県人名録」 「鹿児
嶋0
県人名録」 「鹿児
嶌0
県人名録」というように、画題表記の揺
れが見られる。現代人 感覚では、タイトル表記は統一 てしかるべきものだが、当時はそうしたことには無頓着であった。同様の事例は、この時代の出版物全般にしばしば見られ、珍しいことではない。　
そうした明治初期の出版界の大らかさの中で、本来は「方今
有名録」シリーズ中に描かれるべき「陸軍大佐
 野津貫道君」が、
誤って「鹿児嶋県人名録」の画題の下に描かれてしまった。そう単純に理解してよいの 。 そもそも本図において最も注意が払われるべき人名からして、誤りを犯してしまって
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いるのである。 「陸軍大佐
 野津貫道
0
君」と記されたその人名は、
正しくは、 「陸軍大佐
 野津道貫
0
君」
（５）
でなければならなかった。
　
これと同様のことが、一つだけ画題が微妙に異なるにもかか
わらず、前節で「鹿児島県人名録」シリーズの一枚として数えた「鹿児嶋県有名録
　
西郷息嬢」についても言えよう。本図も、
本来は 島 人 録」としなければならなかったところ、同時期に刊行していた「
鹿児島県0
人名録」と「方今
有名録0
」の
画題を混同し、誤っ 「鹿児嶋県有名録」としてしまったように思われる。　
西南戦争関連の錦絵は、見て楽しむ娯楽性と同時に、戦況や
「官」 「賊」双方の人物たちの情報をいち早く伝える速報性も求められていた。 また、 この速報性は、 他の版元に先行して販売 、より一層の売り上げを得るため ものでもあっ だろう。いずれにせよ、上述の二図の事例は、当時の出版界の大らかさと合わせ、刊行までの慌ただしさが招い 誤表記でもあっただろうと想像させられる。　
繰り返しになるが、以上述べ来たったところは、あくまでも
現存するものから述べた推論である。さらなる新資料発見 日を待ちたい。
新聞記事との関連
　
こうした人物画の填詞は、西南戦争錦絵の例に漏れず、その
　
明治十年五月十日『大阪日報』記事
（冒頭）
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（※句読点は引用者）
　
方今有名録
　
陸軍少将谷干城君
（冒頭）
干たてき
城
君は
本ほんごく
国
高知にして、
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名
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ぜられ、……
情報源を訪ねれば新聞記事に辿り着く。例えば、 「方今有名録
　
陸軍少将
 谷干城君」の填詞は、明治十年五月十日及び翌十一
日の『大阪日報』記事がその基となっている 長文に及ぶため、記事冒頭部分のみを、引用箇所には傍線を施して以下に引用する。また、これに続けて 錦絵の填詞を並べて記す。
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この『大阪日報』記事の前書き部分には、 「谷少将の来歴を、
日々、 曙の二新聞に得たり。 因て其大要を抜萃して、 左に登録す」とある。実際に、 『東京日日新聞』では五月三～五日の三日間、『東京曙新聞』では五月四、 五日の二日間で、谷干城の略歴を載せている。 『東京日日新聞』記事は、 「〇谷干城君の来歴を委し（く
―
脱字）
聞くことを得たれば筆記して是を左に載す」と前置
きし、 『東京曙新聞』も「……陸軍少将谷干城君の略伝を同県なる或紳士に聞く所左のごとし」と前置きの後に、記事を始めている。両紙の記事は酷似しており、情報の出所は同じだと推察される。　
ただし、細かな表現を追っていくと、 『東京曙新聞』記事を
抜萃した『大阪日報』記事に基づいて、 「方今有名録
　
陸軍少
将
 谷干城君」の填詞が編まれたことが知れる。なお、その他
の三図については、典拠記事を確認できていない。他の新聞や雑誌等の更なる調査が必要である。　
一方の「鹿児島県人名録」の中にも、 『大阪日報』記事に基
づいて填詞が編まれた図があるが、 『大阪日報』以上に、前田喜次郎が刊行した『
嶋鹿児
県戦士銘々伝』
（明治十年四月十五日御届）
とい
う外題を持つ草双紙 、 揃物錦絵「鹿児島県人名録」の派生
（あ
るいはその成立）
に密接に関わっていたようである。届け日と実際
の出版日は異なるため、錦絵と草双紙のどちら 先行して刊行されたかについては、慎重な検討を要する。仮に、届け日通りに錦絵が先行して たとするならば、 〈錦絵の草双紙化〉の一
【注記】１
　　
高木元 「十九世紀の絵入メディア
―
錦絵の 〈填詞〉 をめぐって」 （ 「国
語と国文学」
92巻２号、平成二十七年五月）において、本来は中国の
詩文形式の名称であった「填詞」が、十九世紀半ば頃から、錦絵の賛や解説を表す語として次第に定着してきたことが示されている。
　　　
西南戦争錦絵の最もよく知られた判型は大判三枚続だが、この場合、
絵の解説文は画面上方に文字枠を伴 て記されるものがほとんどである。筆者はこれまで、 文字枠の中に記された解説文を「詞書」や「頭書」と読んできた。ただし、西南戦争錦絵の中でも、特に一枚摺りの物によく見られるのだが、絵の余白全体にわたって書き込まれた解説文文末には、 「填詞」と記さ ているものが多い。したがって、 本稿では、「方今有名録」や「鹿児島県人名録」の絵の余白に記された解説文を示す用語として、 「填詞」の語を使用した。錦絵に記された文字情報を示す用語につい は、引き続き検討を行っていく。
２
　　
明治八年九月改正「出版条例」で、 「三十年間専売ノ権」としての「版
権」が設けられ、 「版権ヲ願フ者ハ願書ヲ差出シ免許ヲ請フベシ」 （第二条）とされた。ただし、 「彫画ノ類ハ出板スル毎ニ届ケ出ルコト第一条ニ依ルベシ／但板
（ママ）
権ヲ与ヘズ」 （第二十八条）とある。本図は、 「版
例となる。逆に、草双紙が先行していたならば、 〈草双紙の錦絵化〉の一例となるのだが、紙幅が尽きた。次号では、揃物錦絵「鹿児島県人名録」と草双紙『
嶋鹿児
県戦士銘々伝』の関連性を追
い、 「賊徒」を語 際の語り口についても、解説を加えたい。
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権免許」ではなく、 「御届」の誤りであろう。
　　　
なお、 「出版条例」の引用は、別所平七翻刻『
九明治八年
月改正
 
仮名附
 出版条例
并罰
則及庶願書式』 （明治八年九月）に拠った。
３
　　
図書と同様、錦絵刊行に際しても、版元の住 ・氏名を記載しなけ
ればならなかったようだが、版元無記載の錦絵を見かけることも多々ある。
４
　　
ただし、後に版元の前田喜次郎は、 「賊将」たちを「有名十八史略」
（明治十年十月御届）という画題の下で描いた揃物も刊行しており、「有名」という文言への配慮も、その程度のものであったことを付言しておく。
　　　
なお、 「西郷小平」の図の填詞 は、 「熊本国界を暴衆なす一方の将
と
英名0
を鳴らし」 （傍点引用者）とある。この記述が、注記３で記し
た本図における版元無記載と、何らかの関わりを持つのだろ か。
５
　　
野津道貫 （一八四一―一九〇八）
 明治時代の陸軍軍人。薩摩 （鹿児島）
出身。野津鎮雄の弟。西南戦争では征討第二旅団 参謀長。 （ 『国史大辞典』より抜萃）
「方今有名録」「鹿児島県人名録」凡例 　
中判錦絵揃物。前田喜次郎編輯出版
（大阪塩町通三丁目）
。画工・
二代長谷川貞信。四図存。 「明治十年三月十三日版権免許」
（ 「二
品親王有栖川熾仁公」 ）
と「明治十年三月廿七日御届」
（その他）
の二
種あり。価格不詳。　
西南戦争に関わった「官軍」側の諸将を描いたシリーズ。
　
中判錦絵揃物。前田喜次郎編輯出版
（大阪塩町通三丁目）
。画工・
二代長谷川貞信。十二図存。全図「明治十年三月廿七日御届」 。価格不詳。　
西南戦争に関わった「賊軍」側の諸将を描い シリーズ。た
だし、一図だけ、 「官軍」側の将「陸軍大佐
 野津貫道君」を描
いたものが確認されている。　
なお、前田喜次郎から本シリーズの刊行を引き継いだと見ら
れる田中安二郎版「鹿児島県人名録
　
前原一格」 、本来は本シ
リーズ中の一つとするはずだったと推察される「鹿児嶋県有名録
　
西郷息嬢」も存し、これらを含めて「十二図存」とした。
一、掲載図の所蔵元は、図の下に記し 。一、掲載順は、私に定めた。一、表記は、読み易さを第一義とし、以下の通り した。
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１
　
句読点
　
私に句読点を施した。
　
２
　
踊り字
　
単数の場合、平仮名は「ゝ」 、片仮名は「ヽ」 、漢字は「々」
に統一した。
　
３
　
傍訓
　
脱字や私に付した傍訓は（
　
）内に、歴史的仮名遣いによっ
て示した。その他、清濁の誤り、送り仮名との重複などは補正し、注を付した。
　
４
　
字体
　
漢字・仮名ともに、原則として通行の字体に改めたが、正字、
旧字体、当時の慣用的な字遣い、当て字を残したものもある。
　　　
【例】
 脊後（背後） 、先鉾（先鋒） 、引卒（引率）
　
５
　
仮名遣い
　
資料のままとした。
　
６
　
仮名の清濁
　
私に補正し、必要に応じて注を付した。
　
７
　
誤字
　
明らかなものは訂し、単なる誤字に留まらないものについて
はそのままとし、それぞれ注を付した。
　
８
　
脱字
　（
　
）を付けて補った。
　
９
　
判読不能の文字
　
該当する文字数分を□で補った。
　
10　
注記
　
▼の下に記した。
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西南戦争揃物錦絵集成稿
―「方今有名録」、「鹿児島県人名録」（大阪・前田喜次郎編輯出版、明治十年三月御届）―
▼「茲于」を「于茲」に訂す。▼「証討」を「征討」に訂す。▼「
　
田」を「祝田」に訂す。
方今有名録
　
二品親王
　
有栖川熾仁公
方今有名録
　
陸軍少将
　
谷干城君
二品親王 栖川熾仁公は
智ちじん
仁
兼けんび
備
の
有ゆうめい
名
にして、
永なが
く
叡えいりよ
慮
を
易やすん
じ、
叙しゆくにん
任
暁
ひ陽
の
如ごと
く
進すゝ
み、元老院議長に
昇せうにん
任
し、
于こゝ に
茲
明治十
年鹿児島
藩はん
挙きようどう
動
沸をこり
発
の
際きは
、
征せいとう
討
総そうとく
督
の
命めい
を
蒙かふむ
られ、同年二月
進しんばつ
発
して、大阪本願寺を
本ほんえい
営
とし、
隊たい
を
卒ひ
いて
天みはた
籏
を西南に
翻ひるがへ
し
給たま
ふより
鎮ちんせい
静。
万ばんみん
民
を
安やすめ
居
の時いたらしむ
寛くはんじん
仁
の
君きみ
なり。
第やしき
は東京祝田町に有り。
干たてき
城
君は
本ほんごく
国
高知にして、
幼えうめう
名
を守部と
称しやう
し、
性せいしつ
質
卓たくらく
犖
不ふき
覊
に
して、
非ひじやう
常の国
（こつ） き
器たり。修
しゆがく
学に長じ、
帰きはん
藩し小監察を命
めい
ぜられ、
桜田
変へん
の
后の
ち、
藩はんしゆ
主
山内容堂公の国難を
愁うれ
ふを
修をさ
め、戊辰の
役えき
に高知藩兵小軍監となり、東山道の
先せんぽ （う）
鉾
として至る
処
（ところ）
捷
かちを
奏そう
し、
長（ちやう） く
駆
して会
城じやう
を
突とつ （しん）
進
なし、奥羽
平へいじよう
定
の
功こう
成な
り、
賞
しやう （てん）
典
若そくばく
干
を
受う
け、
朝てうし
旨
陸軍少将を
拝はい
し、熊本
鎮ちんだい
台
の司令
長
（ちやう） くはん
官
とす。
嚮さき
に佐
賀の
賊ぞくどう
動
起をこ
るや、
自じじやく
若
として
虚きよ
に
乗じやう
ぜず、
現げん
に鹿児島
強こう （へい）
兵、熊
城じやう
を
迫せむ
るといへども、
重（ちやう） い
囲
に
抗かうてい
抵
しがたく、
国こくかい
界
の
軍いくさ
を
解と
いて
散さんめつ
滅
せしは、
此（この）
君の
深しんぼう
謀、日を
経ふ
るによる所にして、実に
天（てん） せい
性
沈ちんしん
深、豪
ごうき
毅の名
めいしやう
将と挙
こぞつ
て賞
せうせつ
説を輝
かゞやか
し給ふ。
（注記は
41頁）
北九州市立大学所蔵
北九州市立大学所蔵
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生　住　昌　大
東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫所蔵
北九州市立大学所蔵
方今有名録
　
陸軍大佐
　
福原和勝君
方今有名録
　
内務卿
　
大久保利通公
英えいし
士
は
本ほんごく
国
山口にして、
稍やゝ
西南
暴ぼうどう
動
戦せん
巷こう
に日を
追を
ひ、
勝しやうせい
星
を
頂いたゞ
き、
勇ゆうき
気最
もつと
も猛
たけ
く、
只ひたすら
管官
かん
に功
こう
を奏
そう
し万
ばんてき
敵を裂
さ
いて、
馬ばえん
烟
朦もう （もう）
々
と
渦うづま
巻
き
縦じうはう
横
に
馳は
せ、
鬼きへい
兵
を
退しり
ぞけ
賊ぞくしん
心
を
挫くじ
き、
進すゝ
むを
専もつぱ
らに
し
引ひ
くを
採と
らず。
終つゐ
に南の関の
大たいきよ
挙
を
期ご
し、
後こうせい
世
の
宿しゆくし
志、
死しこ
虎
の
本ほんい
意
を
射い
て、
爽さはや
かに
討うちじに
死
せられしは、
実まこと
に
報ほうこく
国
の
名めいし
士
と、陣
中掌
たなごゝろ
を柏
う
つ。
参議従三位大久保
卿けう
は、
固もと
薩州太守
侯こう
の
藩はんし
士
にして、
累るいねん
年
国こくむ
務
に
勤きんろう
労
し給ひ、東西に
奔ほんそう
走
し、
遍あまね
く王室に
尽じんりよく
力
し、慶応
年ねんかん
間
幕ばくふ
府
長ちやうせい
征
の
際きは
、
卿けう
太たいしゆ
守
の
書しよ
を幕府に
呈てい
し、
其そのとう
当
を
得え
ざる
意い
を
陳のべ
て
衆しうぐん
軍
を
挫くじ
き、
尋つゞい
て二条城幕府に
迫せま
り、
政せいけん
権
返へんじやう
上
を
促うなが
し、
復ふくこ
古
の
基きほん
本
を
啓ひら
き、明治元年
叙にん
任
参与より従三位参議に
進すゝ
み、内務
卿を兼
けんにん
任せられ、
賞しやうてんろく
典禄永世八百石を賜
たま
ふ。后
の
ち支
しな
那の事
（こと）
起をこ
り、
彼かの
地に
使
（つかひ）
し
其（その）
大臣に
応おうせつ
接
し、
償しやう （きん）
金
を得て帰朝まし〳〵、
衆しうじん
人
を
して感
かんどう
動令
せしめ
られ、一万円褒
ほうしやう
賞を賜
たま
ふ。邸
やしき
は東京永田町に在
あ
り。
▼「項き」を「頂き」に訂す。
▼「候」を「侯」に訂す。
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西南戦争揃物錦絵集成稿
―「方今有名録」、「鹿児島県人名録」（大阪・前田喜次郎編輯出版、明治十年三月御届）―
嶋鹿児
県人名録
　
桐野利秋
島鹿児
県人名録
　
篠原国幹
利秋は本国鹿児島にして、強勇なりと
雖
（いへど）
も
策さくりやく
略
に
疎うと
く、前名中
村半次郎と
称しやう
し、
猛もうい
威
を
張は
り、
新しんせんとう
撰党
を
闇あんさつ
殺
せし伊藤武明の
同どうめい
盟
を伏見の
邸てい
に
潜せんぷく
伏
なさしめて、
復ふくしう
讐
の
名めい
を
抱いだ
き、会津の
兵へい
を
撃うた
んと、慶応年間
突とつぜん
然
と
幕ばくぐん
軍
に
鉾ほこ
を
交まじ
へ、伏見の
隊たいちやう
長
にして
諸しよたい
隊
を
鼓こぶ
舞
し、
尋つゞい
て
東とうせい
征
に若松
城じやう
を
降くだ
し、
軍ぐんこう
功
天下に
雷らい （めい）
名
を
挙あ
げ、正五位陸軍少将に
任にん
ぜられしを、
何いづ
れか
不ふまん
満
として、
き（帰） こく
国
の
末すへ
西郷と謀り、
自じこ
己
の勇を促し
軽けいきよ
挙
の
師いくさ
をひらき、
官（くわん） ゐ
位
を
褫はが
れたるは、勇余
あま
り其
その
智ち
足た
らざるものか。
篠原国幹は
温をんりよう
良
篤とくじつ
実、
沈ちんしん
深
の
勇ゆう
あり。
軍ぐんりやく
略
兵へいがく
学
に
長ちやう
じ、西郷氏
も
機きみつ
密
を
談だん
ずるに、
正せいどう
堂
と
兵へい
を
御ぎよ
す。伏見の
戦せんそう
争
に徳川の
兵へい
を
大阪へ
追をいゝだ
出
したる
薩さつへい
兵
の
隊たいちやう
長
は、
此（この）
国幹なり。
后の
ち上野に
屯とんしよ
所
し、黒門よりの
撃げきは
破
及び
攻こうじやう
城
野
やせん
戦
に
致ちこう
功
あり。
其（その）
後のち
陸軍少将に
昇のぼ
り、
近（このゑ） へい
衛兵
の
長ちやうくはん
官
たり。
今こんにち
日
西郷桐野
退たいくはん
官
に
連れんだく
諾
し、
軽けいきよ
挙
に
鉾ほこ
をふるふて、昔
きうぜん
前の英
えいめい
名を㾱
はいぜつ
絶なすは、何
なん
の至
しこう
功なるや。
▼「猛咸」を「猛威」に訂す。 （
41頁に続く）
北九州市立大学所蔵
北九州市立大学所蔵
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生　住　昌　大
島鹿児
県人名録
　
村田新八
嶋鹿児
県人名録
　
賊将村田新八弟
　
村田三助
今こんど
度
西さいなん
南
暴ぼうどう
動
の
将しやうめい
名
に
加かたん
端
し、
　
 勇
けつゆう
の
徒と
にして、
数す
ヶ
所しよ
に
鉾ほこ
を
交ま
じへ、
一いつそう
層
憤ふんせん
戦
なし、
賊ぞくじん
陣
の為に
功こう
を
積つま
んで、
頻しき
りに
国こくかい
界
を
分わか
たんと
欲ほつ
す。官軍
大たいきよ
挙
の
一いつせん
戦
にむかひ、
撃げきじゆつ
術
を
琢みがき
磨
なす
折をりから
柄、
山さんぺき
壁
に
響ひゞ
き
木こ
の葉を
削けづ
る
炮ほう
一いつせい
声
伝つた
へ、
流りうぐはん
丸
直たゞ
ちに新八が
膚はだへ
に
適てき
し、
忽たちま
ち
鞍くら
を
覆くつが
へし
重じうじやう
傷
に
敗はい
す。
嗚あゝ
呼、
此（この）
機
きあらんは
必ひつぜん
然たるを、早
はや
く焼
しやうび
眉の誤
ご
を解
と
かん乎
や
。
明治十年二月
西さいなん
南
蜂ほうき
起
の
撃げきじやう
場、熊本国山鹿口の
劇たゝかひ
戦
に、官軍近
衛兵を
脊うしろ
後
に
迫せば
め、
飄ひやうぜん
然
たる
流りうぐはん
弾丸
に
適てき
して
戦せんぼつ
没
せる、
賊ぞくとう
党
一
方の
魁くはいしゆ
首
たる村田新八の
弟をとゝ
にして、
歎たんせき
惜
落らくたん
胆、
血ち
を
すゝ
りて
烈れつゆう
勇
頻しき
りに
奮ふる
ひ、
一いつそく
息
憩いこ
ふ
閑かん
を
待ま
たず、
数す
ヶ
所しよ
の
薄うすで
手
を
屈くつしゆく
縮
せず
憤ふんげき
逆。
急きう
を
奔はし
るといへども、
微びうん
運
只ひたすら
管
其（その）
身を
攻せ
め、
功こう
を
脱だつ
し
て敗
はい
を招
まね
き、兄
けうだい
弟嗣
しじゆん
準と戦
せんぼつ
没なせり。
傷
いたましいかな
哉
、国
こくけん
権軽
けいべつ
蔑の徒
と
。
▼「琢磨」の傍訓「み ぎ」を「みがき」に訂す。▼「直ちに」の傍訓「ただち」を「ただ」に訂す。▼「焼眉」は「焦眉」 、 燃眉 に同じ。危険や解決 べき事態が迫ってい
ることのたとえ。
▼「村田三助」＝村田三介（一八四五
− 一八七七） 。正しくは、 「高城七次
の弟」 （ 『西南記伝』より） 。
▼「瓢然」を「飄然」に訂す。
鹿児島県立図書館所蔵
北九州市立大学所蔵
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西南戦争揃物錦絵集成稿
―「方今有名録」、「鹿児島県人名録」（大阪・前田喜次郎編輯出版、明治十年三月御届）―
島鹿児
県人名録
　
別府新助
嶌鹿児
県人名録
　
淵邉高照
近ちかごろ
頃
迄まで
陸軍大佐の
任にん
を
被かづ
き、
性せいしつ
質
権けんめい
名
を
恣ほしい
まゝにし、西南
争そうげき
撃
に
将しやうめい
名
を
発はつ
し、
孤こゆう
勇
に
誇ほこ
りなし、明治十年二月廿六日、福岡
鎮ちんだい
台
兵へい
四千有余、久留米へ
押をしいだ
出
す
挙きよ
に
続つゞ
き、高瀬、木ノ葉より
寺田、挟間村、
所しよ （しよ）
々
の
出しゆつぺい
兵
に
向むか
ひ
撃げきじゆつ
術
を
練ね
り、官兵に
迫せま
ること
度ど
を
重かさ
ね、
勇ゆうれつ
烈
却かへつ
て
勝しやう
を
と
らず、
茂もりん
林
乱らんぐん
軍
の
錐きりめ
目
を
潜くゞ
る
銃ほうぐはん
丸、
飄ひようぜん
然
と新助の
膚はだへ
を
貫つら
ぬき、
道どうがい
街
に
斃たを
れ、
一いつくはい
塊
の
勇ゆうめい
名
を
血けつかん
□
に
流なが
す。嗚
あゝ
呼、時
じうん
運未
いま
だ満
まんくはい
懐せざるをや。
淵邉高照は、明治
西さいなん
南
争そうらん
乱
の
際きは
、西郷隆盛に
属ぞく
し、
勇ゆう
を
治じこく
国
に
奮ふる
ひ、
賊ぞくしやう
将
一
いつき
旗
の
許もと
に
出いで
、
同どうめい
盟
別府の
党と （う）
と
合がつくはい
会
し、
外ぐはいと
徒
を
遥はるか
に
招まね
き、
新しんくはへい
募兵
と
号ごう
し、一千
有ゆうよ
余
の
隊たい
を
促うな
がし、
国こくみん
民
を
蠱こはく
惑
なさしめ、熊本
国こくかい
界
八代
城じやうぐはいさんぽう
外三面
より
襲しうらい
来
し、官軍に
鉾ほこ
を
交まじ
へ、
不ふりよ
慮
の
撃げきせん
戦
五六
次じ
憤ふんげき
逆、時を
移うつ
し勇
尽つき
、
炮ほうせい
声
鈍なま
りて、官兵
の
為ため
に
屈くつしゆく
縮
し、
隊たい
を古麓口
迄（まで）
追□
迫
せられ、
忽こつぜん
然
と
鋭えい （き）
気
を
翻ひるがへ
し、
再ふたゝび
度
一（いつ） きよ
挙
を
顧かへりみ
、
終つい
に小川口にて
敗はいそう
走
散さんらん
乱
なす。
此（この）
徒（と）
乎
や、
北ほ （く） しん
辰
衆しゆうせい
星
の
語ご
に
叛はん
じて
闇あんげき
撃
一いつけん
犬
の
虚きよ
万ばんこう
吼
を
伝つた
ふるの
器き
にして、
暴ぼうめい
名を普
ふこく
国に輝
かゞや
かすを如
いか
何ともせん。
（注記は
41頁）
▼「瓢然」を「飄然」に訂す。▼「錐目」は「錐眼」の意。錐であけた穴。ここでは、わずかな隙間。
北九州市立大学所蔵
北九州市立大学所蔵
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生　住　昌　大
嶋鹿児
県人名録
　
西郷隆盛ノ室
嶋鹿児
県人名録
　
篠原の室
　
国子
翌あす
日
ありと
思をも
ふこゝろの
仇あだざくら
桜、
夜よは
半
の
嵐あらし
に
誘さそ
ひ
来く
る、
炮ほうせい
声
耳みゝ
を
貫つら
ぬくと、
夢ゆめ
驚をどろ
かす
深しんけい
閨
に、西郷隆盛の
室しつ
なるは、
今こんじ
時
戦せんそう
争
日
を経
ふ
るより、そも我
わ
が夫
つま
の堺を分
はか
ち、
機き
により変
へん
に肺
はいかん
肝を砕
くだ
き、
智ちゆう
勇
欣きんぜん
然
たりと
雖いへ
ども、
或あるひ
は
野のぶし
臥
草くさまくら
枕、
夜よぜめ
攻
に
肘ひじ
も
曲まげ
やらず、
激げきふう
風
膚はだへ
を
削けづ
らんを、
遠とを
く
沈ちんじやく
着
なすよ なくと、
稍やゝ
春しゆんしよく
色
も
移うつ
ろひ
て、
巷ちまた
の花も
一いちじ
時
に
綻ほころ
び、
馥ふくいく
郁
として
女によたい
隊
を
繰くりだ
出
し、一方
開ひら
く
進しんげき
撃
は、
国こくをん
恩
不ふべん
弁
の
隊たいちやう
長
なるか、
貞ていそう
操
烈れつぷ
婦
の
亀きかん
鑑
なるや。
街がいせつ
説
芬ふんぷん
々と未
みしやう
詳の談
だん
は、虚
きよ
を推
を
し証
せう
を獲
い
ざる而
（のみ）
已。
茲こゝ
に篠原の
細さい
女
なるは、
女によたい
隊
一方の
道みち
を
開ひら
き、
夫つま
乞こ
ふ
沼ぬま
の
離はな
れ
鴛をし
、
氷こおり
の
衾ふすま
踏ふみぬい
脱
で、雪の
旦あした
に鹿児島を、跡に見なして
潔いさぎ
よ
く、
翅つばさ
を
粧よそ
ふ
出しゆつじん
陣
は、
白しらは
刃
を
朝あさひ
陽
に
閃ひら
めかし、
修しゆら
羅
の
巷ちまた
を
盲もうめい
明
と、
突つきい
入
り〳〵、
血ちしほ
汐
は
衣きぬ
に時ならぬ、
花はなくれな
紅
ひと
綾あや
なして、
敵てき
の
雲うんか
霞
を分けつゝも、さも
映ようてう
兆
たる
景ありさま
況
は、
頼たの
みの
陣じ□
に
募ぼしう
集
な
すは、
戦せんぼつ
没
勇ゆうし
士
の
枕まくら
の
斤かたわ
破
れ、又これ
貞ていそう
操
と
賞しやう
すべきや、
国こくがい
害
愧しうふ
婦と呼
よ
ぶべきや。可
かひ
否は灯
とうか
火の理
りろん
論を待
ま
つ。
　　
かくとだに
 過にし花に
 契りしを
　　
けふに散なん
 風のいたづら
（注記は
41頁）
▼「室」は、貴人の妻。奥方。内室。 （
41頁に続く）
北九州市立大学所蔵
筆者所蔵
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西南戦争揃物錦絵集成稿
―「方今有名録」、「鹿児島県人名録」（大阪・前田喜次郎編輯出版、明治十年三月御届）―
島鹿児
県人名録
　
西郷小平
嶋鹿児
県人名録
　
陸軍大佐
　
野津貫道君
西さいなんじんちやう
南陣長
隆盛の
縁えんぞく
族
にして、
猛もうゆう
勇
衆しう
に
越こ
へ、熊本
国こくかい
界
を
暴ぼうしう
襲
なす一方の
将しやう
と
英えいめい
名
を
鳴な
らし、
突とつせんじゆつ
戦術
を
尽つく
し、官軍
塁るい
を
抜ぬ
けば
退しり
ぞいて
二じるい
塁
に
現あら
はれ、
嶮けんてう
頂
を
滑なめ
らかに
奔はし
りて
弥いよ （いよ）
々
進すゝ
み、
万ばんぺい
兵
を
悩なや
ますに、
熱ねつしん
心
挫くじ
く
閑かん
なく
訊じんしん
進
なすと
雖い
へども、
前ぜんご
後
の
接せつぺい
兵
を
囲かこ
んで
巣そうくつ
窟
に
帰かへ
るあたはず。
重ぢうじやうせんか
傷泉下
に
導みちび
き、
紅くこ
糊
其（その）
身を
まとふて
賊ぞくき
旗
の
下もと
に
斃たを
れたるは、
浅せんち
智
枚まいきよ
挙
の
一いつと
徒。
惜せきあく
悪
の
界かいせつ
説
を定
さだ
めず、浮
ふめいふんぷん
名芬々と追
ついひやう
評を乞
こ
ふのみ。
貫道君は
本ほんごく
国
鹿児島にして、
軍ぐんりやく
略
に
長ちやう
じ、
壮そうゆう
勇
抽ぬき
んで
一いつぽう
方
の
一
将しやう
たり。
茲こゝ
に熊本県下の
戦せんじやう
情、高瀬より山鹿まで
賊ぞく
を
追ついげき
撃。
入（いり）
乱れたる
軍ぐんちう
中
に、
賊ぞく
方（かた）
一ひとり
員
の
強つはもの
者
有つて
官くはんじん
陣
の
聯（れんたい）
隊
籏
きを
掠ばいとり
奪
なすを、
野のづくん
将
遥はる
かに
見みと
認
め、
是（これ）
を
掴つか
み
去さ
るや
官くわん
陣
の
恥ちじよく
辱、
一いちだいじ
大□と馬を飛
とば
して、
薩さつへい
兵憤
ふんえん
烟の中に突
つきい
入り、
賊ぞく
卒数
あまた
頭を斃
たを
し、
御はた
籏
を
我わがて
手
に
採とりかへ
返
し、
悠ゆう （ゆう）
々
然ぜん
と
官くはんじん
陣
へ
手たづな
綱
を
繰く
られしは、
西せいとう
討
無二の
英えいゆう
勇
と
賞しやう
し、
此（この）
君各所の
苦くせん
戦、
誠せいこう
功
の
枚かづ
挙
は
人ひと
口
に
著
いちじる （し）
く
するに譲
じ□
す。
▼隆盛の三弟。 「小平」とも表記するが、 「小兵衛」が一般的。▼「巣屈」を「巣窟」に訂す。▼「紅糊」は「血糊」の意。のりのようにねばねばする血。
▼「野津貫道君」及び「貫道君」は、 「野津道貫君」 、 「道貫君」の誤り。▼「掴み」の傍訓「つかみ」を「つか」に訂す。
東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫所蔵
鹿児島県立図書館所蔵
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生　住　昌　大
島鹿児
県人名録
　
前原一格
嶋鹿児
県有名録
　
西郷息
そくじよ
嬢
前原一格は
壮そうゆう
勇
烈れつせん
戦
の一人にして、
曩さきつとし
年
山口県下に
軽けいぼう
謀
を
企くはだて
発
したる
同をなじ
姓
一誠の
末をとゝ
弟
なり。
其その
功こう
成な
らざるより
疾はや
く、
何いづ
れに
潜せんとく
匿
したるや。
天てんもう
網
を逃れ
其（その） ゆくさきつまびら （か）
行跡詳
にせざるを、
今このたび
期
西郷隆盛
一いつてう
朝
の
叛ほんせん
戦
を
開ひら
く
機き
に
臨のぞ
んで、一格の
姓せいめい
名
を
白ぬの
布
に
著あらは
明
し
身み
に
帯くゝり
て、
突とつぜん
然
と
一（いつ） たい
隊
の
先せんぽ （う）
鉾
に
出いづ
る
憤たゝかひ
戦、
飛ひてう
鳥
の
如ごと
く
翅かけ
り、
勇ゆうげき
撃
を
轟とゞろ
かす。
薄うすで
手
を
屈くつ
せず
益ますます
々
向むか
ふに、
我わが
手てぜい
勢
を
踏ふみたを
跡
して
進すす
む。
其その
功こう
を
官くはんじん
陣
の
為ため
に
奏そう
せば、
鬼あに
兄
の
嗅しうめい
名
を
酬むく
いて
英えいめい
名
末すへ
世
に
潔かゞやき
輝
な
すを。
木こがく
隠
れにまだ
十いざよ
六宵
へる月の
黛まゆ
、
芙ふよう
蓉
の
姿すがた
媚たを
やかに、をくれぬ
露つゆ
とをき
惑まど
ふ、心さだめて
物ものゝぐ
具
を、
粧よそほ
ひ
出いで
て行く
先さき
の、
敵てき
は
誰たれ
とも不
しらぬひ
知火の、
筑つくし
紫ちかくに父
ちゝ
を慕
した
ひ、
弾だんぐわんしやてき
丸射的の雨
あめ
を凌
しの
ぎて、
女によたい
隊一個
こ
の勇をふるうは、孝
こうじよ
女功
こう
をなすやいかに。
　　
散りかかる
 花心ある
 ながめかな
　
西南山人
▼「前原一格」は架空の人物。▼「軽謀」の傍訓「せいぼう」を「けいぼう」に訂す。▼「成らざる なら」を「な」に訂す。 （
41頁に続く）
▼「月の黛」は「月の眉」の意。三日月の異称。▼「芙蓉の姿」は、蓮の花のように清楚で美しい姿▼「不知火」は、国名「筑紫」にかかる枕詞。また、上からの叙述「敵は
誰とも」を受けて、 「知らぬ」の意味もかかっている。
▼「築紫」を「筑紫 に訂す。
北九州市立大学所蔵
東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫所蔵
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西南戦争揃物錦絵集成稿
―「方今有名録」、「鹿児島県人名録」（大阪・前田喜次郎編輯出版、明治十年三月御届）―
【翻刻注記の続き】
【附記】
方今有名録
　
陸軍少将
　
谷干城君
　
▼「于城」を「干城」に、傍訓「たけき」を「たてき」に訂す。
　
▼「卓犖不覊」の傍訓「たくなんふは」を「たくらくふき」に訂す。他
よりすぐれていて、何ものにも束縛されないこと。
嶋鹿児
県人名録
　
桐野利秋
　
▼「新撰党」＝新撰組。局長近藤勇。浪士組を経て、文久三年結成。
　
▼「伊藤武明」＝伊東甲子太郎（一八三五―一八六七） 。諱は武明。新
撰組参謀、のち御陵衛士。慶応三年、新撰組によって襲撃 、闘死した（油小路事件） 。桐野利秋は、生き残った御陵衛士を薩摩藩邸で庇護 。
　
▼「新撰党を闇殺せし」は「新撰党に闇殺せられし」の誤り。
　
▼「車功」を「軍功」に訂す。
嶌鹿児
県人名録
　
淵邉高照
　
▼「比辰衆星」を 北辰衆星」に訂す。 「北辰の其の所に居て、衆星
之に共（むか）ふが如し」 （ 『論語』為政第二の一） 。
　
▼「一犬の虚万吼を伝ふる」は、 一犬虚 吠ゆれば万犬実を伝う」に
同じ。一人がいいかげんなことを言い出すと、世間の多く 人々は、それをほんとうのこととして広めてしまう、という意味 諺。
嶋鹿児
県人名録
　
西郷隆盛ノ室
　
▼「仇桜」は、はかなく散る桜。また、はかないもののたとえ。
　
▼「深閨」は、婦女の寝室。
　
▼「肺肝」の傍訓「ばいかん」を はいかん」に訂す。肺臓と肝臓。転
　
本稿をなすにあたり、鹿児島県立図書館、東京大学法学部附属明治新聞
雑誌文庫、北九州市立大学より資料の掲載許可をいただき、大庭卓也氏、佐々木亨氏からはご助言を賜りました。記して御礼申し上げます。　
また、本学資料の撮影と画像編集、 「方今有名録
　
有栖川熾仁公」の翻
刻は、本学文学部比較文化学科一年の藤原妃南乃による、勉強会での成果です。　
なお本研究は、
JSP
S
科研費
JP
15K
16694
の助成を受けたものです。
じて、心の中。
　
▼「分かち」の傍訓「わか」を「わ」に訂す。
　
▼「馥郁」は、香気の盛んに おるさま。
嶋鹿児
県人名録
　
篠原の室
　
国子
　
▼「離れ鴛」 は、 鴦 （雌） と離れた鴛 （雄） 。ここでは、 出陣して離れてしまっ
た夫の篠原国幹を指す。
　
▼「氷の衾」は、ここで 夫が居ないこと。仲むつまじい男女が共寝を
する夜具、 男女共寝のことのたとえに 「鴛鴦 （えんおう） の衾」 がある。
　
▼「映兆」は「窈窕（ようちょう） 」の意。しとやかで奥ゆ し さま
美しくたおやかなさま。上品なさま。
島鹿児
県人名録
　
前原一格
　
▼「天綱」を「天網」に、傍訓「てんこ 」を「てんもう」に訂す。天
が張りめぐらす網。
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生　住　昌　大
